
＜会長・幹事報告＞ なし

＜委員会報告＞ なし

＜伝達・贈呈＞

・岡本ガバナー補佐への協力金の贈呈

【引継式】

・「退任挨拶」 原田俊彦会長、田中保幹事

・木槌：原田会長→石渡会長エレクト

・クラブ印：田中幹事→波多野副幹事

・タクト：波多野ソングリーダー

→森次年度ソングリーダー

■ 点 鐘
■ ロータリーソング 「手に手つないで」
■ ゲスト : ガバナー補佐 岡本 隆一様 、 分区幹事 三宅 郁子様

次年度ガバナー 補佐 大澤栄一様 （東京江東RC)
地区副幹事 金子高一郎様
米山奨学生 高涵さん

W E E K L Y  R E P O R T

東京ベイロータリークラブ
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未来に繋ごうロータリー 会長 石渡 秀雄

次回の卓話

「就任挨拶」
職業奉仕委員長 林 茂男
社会奉仕委員長 原田 俊彦
国際奉仕副委員長 水谷 文彦

2022年6月30日

第1392回 例会報告
会員数 出 席 出席率 前々回訂正出席率
19人 17名 89.47％ 100％

第2580地区ガバナー
嶋村文男(東京東江戸川RC)

本日の卓話

「就任挨拶」
会長 石渡 秀雄
幹事 波多野幸雄

■ 例会日 毎週木曜日 １２：３０～１３：３０ ■ 役 員 ／ 会長 石渡 秀雄
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1 会長エレクト 金子高一郎

ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111(代) 幹事 波多野幸雄
■ 事務局 〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ 副幹事 水谷 文彦

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長 石渡 秀雄

Imagine Rotary
ジェニファー・ジョーンズ会長

(ウィンザー・ローズランドRC カナダ・オンタリオ州 )
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Take Action for Rotary Future
Reach Out for World Peace
ロータリーの未来のために行動しよう
世界の平和のために手を差し伸べよう

会報委員会より、皆様からの週報への寄稿をお待ちしております。



引継式後の懇親会の様子

大澤栄一 次年度ガバナー補佐(江東RC)
岡本ガバナー補佐、三宅分区幹事、金子地区副幹事、原田会長、田中幹事、お疲れ様でした！

原田 俊彦君 本日、会長を退任します。皆様のおかげでこの日を迎えることが出来ました。この一年間、あり
がとうございました。

田中 保 君 一年間、ありがとうございました。
石渡 秀雄君 本当に2021-22年度の最後の例会です。明日から新しい年度が始まります。明日から、よろ

しくお願い致します。皆様にご迷惑にならない様に行きます。
波多野幸雄君 原田会長、田中幹事、一年間、ご苦労様でした。来年は２回目の幹事です。石渡会長、共に、

よろしくお願いします。
金子高一郎君 原田会長、田中幹事、一年、お疲れ様でした。石渡会長、波多野幹事、7月から頑張って下さい。
工藤 久志君 今日は引継式ですね。これから一年、いろいろお世話になります。又、コロナが収束していない

状況では運営も大変でしょうけれど、皆さん、協力しながら、この先、乗り越えましょう。
岡本 隆一君 おかげさまで、任期満了を迎えられました。ありがとうございました。
三宅 郁子君 原田会長、田中幹事、お疲れ様でした。一年、本当にありがとうございました。
林 茂男 君 はや最終例会。引き続きがんばりましょう。
丸山 文人君 原田さん、田中さん、一年間ごくろう様でした。
森 達郎 君 原田会長、田中幹事、１年間、お疲れ様でした。
水谷 文彦君 岡本ガバナー補佐、三宅分区幹事、金子地区副幹事、原田会長、田中幹事、一年間お疲れ様

でした。
許 瑛子 君 一年間、おつかれ様でした。５年間お世話になり、ありがとうございました。
土屋 東明君 皆さん、一年間お世話になり、ありがとうございました。原田会長、田中幹事、お疲れ様でした。

合計 ４１，０００円

2022年7月RI会長のメッセージ
2022-23年度RI会長 ジェニファー E. ジョーンズ

ロータリーに入会して以来、毎月、この雑誌が届くのを楽しみにしています。特に、冒頭の会長メッセージ。電子コピーもい
いのですが、それでもやはり椅子に腰かけて雑誌のつやつやの紙面をめくるのは楽しいものです。私たちみんなが大切に思って
いるこの素晴らしい団体を映しだす写真や忘れがたいストーリーの宝庫ですから。これまで長年にわたり、奉仕プロジェクトや
皆さんが変化をもたらした人びとの暮らしについて、この雑誌から多くを学んできました。コミュニケーションの専門家として
は、私たちのストーリーがマスコミで日常的に取りあげられ、機関紙が病院や喫茶店などに置かれて人びとに読まれる日がいつ
か来ることを楽しみにしてきました。ロータリー会員がみんなの活動について詳しくなるのは素晴らしいことですが、より多く
の人びとが私たちのストーリーを知ってくれたとしたら、そんなに素晴らしいことはないのではないでしょうか。
そんな思いをめぐらせながら、今年度、世界中でロータリーを推進するための計画を練りました。今後12カ月間で、ロータ

リーの奉仕活動の好例となるようなプロジェクトに光を当てていきます。それも、戦略的に。ニックと私は、イマジン・インパ
クト・ツアーと名づけた、重点分野で最も影響の大きい、持続可能で大規模なロータリープロジェクトに焦点を当てます。
奉仕したいと思っているけれどもロータリーに参加すれば奉仕活動ができると気づいていない人びとに呼びかけてくれるよう

に、一流のジャーナリスト、ソートリーダー（思想的指導者）、インフルエンサーに働きかけます。
しかし考えるべき重要な問題はほかにもあります。カーボンフットプリント（企業や個人の活動で消費される温室効果ガス排

出量）です。私は、環境問題においてロータリーがリーダーシップを取りだしたことを真摯に受けとめています。コロナ禍で会
員たちはロータリーが未来を切りひらくためのカギとなる模範を示してくれました。
つまり、デジタル技術を活用してロータリーのストーリーを発信していくのです。関心がある人には誰にでも届くように、ツ

イート、投稿、「ライブ」を行います。環境への影響を考える必要がある。ということは、そのためにはイベントなどを毎回対
面式で行うのではなく、ここ2年間のように有意義な方法でつながり続けることにもなるでしょう。もちろん、ロータリアンは人
好きですから、交流の機会は必要です。ただ、今までより慎重に計画して、少しだけ違う方法で集まる方法を考えないといけな
い。例えば、プロジェクトのために現地を訪問する際には、近隣で行われているプロジェクトも訪問する予定を立てる、など。
皆さんにはどういうストーリーがありますか？発信するのを手伝ってくれる人はいますか？皆さんもイマジン・インパクトに

取りくみませんか。ストーリーは、ソーシャルメディアやZoomでも簡単に発信できるかもしれません。クラブや地区で注目すべ
きプロジェクトを紹介する方法をぜひお考えください。 ロータリーの奉仕活動と理念がもたらす影響は、私たちみんなが感じて
います。今こそ、この感覚を世界の人びとと共有する時です。


